
マグネット・ドアホルダー使 用 に対 する建 築 基 準 法 による法 的 根 拠  

参照「一般社団法人日本シャッタードア協会：Ⅳ防火設備としてのドア」より抜粋：

		本装置「マグネット・ドアホルダー」は常時閉鎖式防火戸と随時閉鎖式防火戸の両方にまたがる閉鎖方式で、

この方式は連動制御器から指示を受け、常時流れる電気を遮断し、開放保持状態にあるドアを自動閉鎖装置

（ドアクローザー）により閉鎖します。また、マグネット・ドアホルダーに電気を送る電線が炎焼または破断

にすることにより開放保持が不可能になります。そしてドアはいかなる場合においても閉鎖します。		

		一般的に随時閉鎖式防火戸はレリーズを用い開放保持をしますが、連動制御器より信号が送られることに

より開放保持が解除されドアが閉鎖する方式を言います。この場合、もし信号線が炎焼または破断された時、

開放保持の解除のための信号がレリーズに届かず、扉は閉まりません。したがって、マグネット・ドアホルダ

ーは安全かつ安心なドア保持装置であります。		

	以上がマグネット・ドアホルダーを使用可能とする法的根拠となります。	
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国土交通省住宅局建築指導課及び東京都建築企画課へ確認をしたところ、本製品が上記内容が建築基準法令

に準拠している事が確認出来ました。従いまして、本製品を合法的に使用する事が出来ます。




